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2. 中間育成技術開発 

(1) 収容方法の検討 

種苗生産試験で得られたマダラ稚魚を用いて、平成 25 年 5 月 24 日に試験地であるむつ市脇野沢へ運搬

した 3.8 千尾を、当研究所から運搬に用いた活魚水槽内のマダラ稚魚をタモ網で回収しバケツへ入れ、漁

船上に設置した 1t 水槽へ移動して海中網生簀まで運搬を行い、再度タモ網で回収し海中網生簀へ収容する

従来の方法、6 月 6 日に運搬した 5.0 千尾は、ビニール袋を使用して活魚水槽内のマダラ稚魚を海水と共

に回収し篭に入れ、漁船で海中網生簀まで運搬及び収容する新たな方法の収容直後と収容 1 日後、2 日後

のマダラ稚魚のへい死を確認し、へい死率を求めた。 

(2) 中間育成試験 

1-1 回次で生産した平均全長 37.3mm で 124 日齢の稚魚 1,900 尾、1-3 回次で生産した平均全長 37.1mm

で 124 日齢の稚魚 1,900 尾の合計 3,800 尾をむつ市脇野沢の漁港内に設置した海中網生簀（5 m×5 m×3m ）

1 面に収容し、平成 25 年 5 月 24 日～6 月 21 日まで飼育を行った。また、1-2 回次で生産した平均全長 36.3mm

で 136 日齢の稚魚 5,000 尾は海中網生簀 1 面に収容し、平成 25 年 6 月 6 日～6 月 22 日まで飼育を行い、

成長及び生残率を求めた。飼育期間中は冷凍コペポーダ、配合飼料（日清丸紅、おとひめ B2、C1、C2）を

朝夕 2 回摂餌に応じて給餌した。また、LED 水中灯を用いて 17 時から 20 時までの 3 時間点灯して集めた

天然のコペポーダを摂餌させた。 

 

結 果 

1. 種苗生産技術開発 

(1) 採卵から卵管理 

表 7 に 5 か年のマダラふ化状況結果を示した。 

各ハッチングジャーに収容した受精卵の受精率は、脇 A で 45.7％、脇 B で 45.1％、脇 C で 42.3％、脇 D

で 45.0％、脇 E で 44.9％であった。このうち、受精率が高い脇 A、B、D の受精卵を試験に用いた。 

近年、研究所に搬入後は約 10℃の調温海水で卵管理を行ってきたが、今回は過去の卵管理条件と近い 8℃

前後の調温海水で卵管理を行った結果、ふ化までは時間がかかるものの水 A・B 及び水 C・D 共に 16.0％と

安定したふ化率で、過去の低い水温で管理した時と同程度のふ化率であった。これにより 199.7 万尾のふ

化仔魚が得られ、80 万尾を種苗生産に用いることができた。 

 

 

表 6 L 型ワムシ及びアルテミアの栄養強化方法 

区分 区分 朝給餌 夕給餌

培養水温（℃） 水温（℃） 20 20

強化時刻 強化時刻 15:00 15:00

SV12※（cc/億個体) ｲﾝﾃﾞｨﾍﾟﾌﾟﾗｽ（g/m
3
) 150 150

再強化時刻 - 9:00 再強化時刻 - 9:30

SV12（cc/億個体) - 200 ｲﾝﾃﾞｨﾍﾟﾌﾟﾗｽ（g/m
3
) - 75

強化時間（ｈ） 22 24 27 29 強化時間（ｈ） 18 24.5

給餌時刻 翌8：30 翌10：30 翌13：30 翌15：30 給餌時刻 翌朝9：00 翌15：30

アルテミア

※　SV12はスーパー生クロレラV12の略称。
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400 400
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車力マコガレイ種苗作出試験 

（要 約） 

 

髙橋進吾 

 

目 的 

つがる市車力産のマコガレイ親魚から種苗の作出試験を行い、種苗放流による日本海系群の資源造成を

図る。 

 

材料と方法 

1. 種苗生産技術開発 

(1) 種苗生産 

つがる市車力地先で漁獲された雌 5 尾、雄 4 尾の計 9 尾のマコガレイ親魚から、平成 25 年 4 月 11 日、4

月 19 日に人工採卵を行い、そのふ化仔魚を用いて仔稚魚の成長と生残を調査した。 

(2) 中間育成 

種苗生産で得られた稚魚を用いて、当研究所の陸上水槽（10ｔ円形水槽 1 面）を用いて平成 25 年 6 月

28 日から中間育成を行い、平成 25 年 8 月 8 日につがる市車力地先に放流した。 

 

結果と考察 

1. 種苗生産技術開発 

(1) 種苗生産 

時 化 等 が 続 き 、 十 分な

親 魚 の確 保が でき なかっ

た た め、 雌の 成熟 に合わ

せ て やむ を得 ず蓄 養した

雄の 精子を使 用したため、

ふ化 率が著し く低かった。 

ふ化仔魚 28 千尾 (ふ化

率 2％ )を用いて種苗生産を行った結果、平均全長 33.5mm、 5 千尾（平均生残率 17.9％）の稚魚を生

産した（表 1）。  

(2) 中間育成 

種苗生産で得られた稚

魚 5 千尾を用いて、平成

25 年 6 月 28 日から飼育

試験を開始した。陸上水

槽を用いて 41 日間の飼

育を行い、平成 25 年 8

月 8 日に平均全長 53.0 ㎜に成長した稚魚 4 千尾をつがる市車力地先に放流した（表 2）。 

 

 発表誌：車力マコガレイ種苗作出試験報告書.(地独)青森県産業技術センター水産総合研究所.平成 25 

年 8 月 

表1　マコガレイ種苗生産結果

平均全長 尾　数 平均全長 尾　数

（mm） （千尾） （mm） （千尾） （％）

1 H25.4.25 4.5 20 H25.6.28 64 日 34.5 4 20.0

2 H25.5.2 4.4 8 H25.6.28 57 日 29.5 1 12.5

合　計 28 33.5 5 17.9

生産
回次

ふ化仔魚の収容 取り上げ稚魚
生残率

年月日 年月日
飼育
期間

表2　マコガレイ中間育成（陸上水槽）結果

平均全長 尾　数 平均全長 尾　数

（mm） （尾） （mm） （尾） （％）

1・2 H25.6.28 33.5 5,000 H25.8.8 41 日 53.0 4,000 80.0

生産
回次

開　始 終　了（放流）
生残率

年月日 年月日
飼育
期間


